
【共通問題】

� 知世さんは，中華人民共和国について調査した。このことに関して，問�～問�に答えよ。

問 １ 知世さんは中華人民共和国の切手に興味をもち，�枚の切手とその民族名称が用いられて

いる行政区分を資料�に示した。また，資料�はそれらを含む民族の割合を，資料�は中華

人民共和国の人口密度を示したものである。これらの資料から読み取って推察した文として

不適切なものを，次のページの�～�のうちから一つ選べ。解答番号は １３ 。

資料�

注）国境に関しては一部未確定のものがある。

（中国まるごと百科事典（http://www.allchinainfo.com/）などにより作成）

― ６３ ― ◇Ｍ４（５１４―２１６）



資料� 中華人民共和国の民族の割合（２００７年） 単位 ％

（『中国統計年鑑２００５』などにより作成）

資料� 中華人民共和国の人口密度の分布図

注）国境に関しては一部未確定のものがある。

（University of Texas Librariesホームページにより作成）

� この�枚の切手に共通して描かれているのは，それぞれの民族の伝統的な衣装や楽器だ

ろう。

� この�枚の切手に示される民族のうち，国境をへだてて同じ系統の民族が居住している

場合もみられるだろう。

� この�枚の切手に示される民族に共通して，２００７年のそれぞれの人口の割合が全体の

�割を超えるものはみられない。

� この�枚の切手に示される民族名称が用いられた自治区において，�km２当たり１００

人を超える地域はみられない。

�

― ６４ ― ◇Ｍ４（５１４―２１７）



問 ２ 知世さんは２００６年，中華人民共和国に「青蔵鉄道」が開通したことを知り，この鉄道と首

都を結ぶ列車に関する資料�のような写真を得た。また，列車が始発とする首都から終点ま

での経路及び他の路線の経路を示したものを資料�に，それぞれの終点の気温と降水量のグ

ラフを資料�に示した。このうち，首都から終点までの経路と，終点の都市のグラフを示し

たものの組合せとして最も適切なものを，次のページの�～�のうちから一つ選べ。

解答番号は １４ 。

資料� その� 資料� その� 座席付近の酸素吸入装置

注）高地を経由するため酸素不足を補う装置である。

（阪急交通社旅行サイト（http://www.hankyu-travel.com/）により作成）

資料�

注）国境については一部未確定のものがある。

― ６５ ― ◇Ｍ４（５１４―２１８）



資料�

（気象庁ホームページにより作成）

経路 都市のグラフ

� Ｘ―Ｙ ア

� Ｘ―Ｙ イ

� Ｘ―Ｚ ア

� Ｘ―Ｚ イ

�

― ６６ ― ◇Ｍ４（５１４―２１９）



問 ３ 知世さんは中華人民共和国の資源について調べ，石炭の生産量の多い省・自治区の図を資

料�に示した。また，国内最大のダムが２００９年に完成予定と知り，その三峡（サンシャ）ダ

ムの位置を資料�に表した。これらの資料から読み取って推察した文として不適切なもの

を，次のページの�～�のうちから一つ選べ。解答番号は １５ 。

資料� 石炭生産量における上位�つの省・自治区の割合（２００５年）と位置

注）国境については一部未確定のものがある。

（『中国統計年鑑２００６』により作成）

資料� 三峡ダムの写真と位置

注）国境については一部未確定のものがある。

（http://www.china.co.jp/news/０６０１２０-０１.htmlにより作成）

― ６７ ― ◇Ｍ４（５１４―２２０）



� 石炭を多く産出するのは華北地方に偏っているため，華南地方など離れた工業地帯への

石炭の輸送はかなり大きいだろう。

� 石炭を多く産出するのは華北地方に偏っているため，水力による電力供給の開発が華南

地方や華中地方には重要となるだろう。

� 国土の内陸部では，石炭利用の火力とダムによる水力の両方に恵まれているので，沿岸

部よりも工業が発達したのだろう。

� 国土の内陸部では，沿岸部への河川交通は重要であるため，ダム建設と同時に，航路の

拡幅による大型船の運行が期待されるだろう。

�

― ６８ ― ◇Ｍ４（５１４―２２１）



問 ４ 知世さんは，中華人民共和国の１９７８年から１９９９年の期間での改革開放政策に関して，資

料�のように簡潔に年表にまとめた。また，GDP（国内総生産）の推移を示した資料１０と，

資料�の中に記されている経済特区及びホンコン，マカオの位置を表した資料１１を作成し

た。これらの資料から読み取った内容として不適切なものを，下の�～�のうちから一つ選

べ。解答番号は １６ 。

資料�

１９７８年 改革開放政策がはじめられる。

１９８０年 シェンチェンなどに経済特区が設けられた。

１９８４年 イギリスとの間でホンコン全域の１９９７年返還に関する合意の仮調印が行われ

た。

１９９７年 ホンコンがイギリスから返還された。

１９９９年 マカオがポルトガルから返還された。

注）経済特区とは外国の資本や技術の導入を目的に設置した特別区域のことである。

資料１０ 中華人民共和国 GDPの推移 資料１１ 経済特区及びホンコン，マカオの位置

注）GDPは名目額である
（『中国統計年鑑２００５』などにより作成）

注）・国境については一部未確定のものがある。

・マカオ，ホンコン以外は経済特区を示している

（２００７）。

� 改革開放政策開始後まもなくの１９８５年には，早くも GDPが�兆元を超えた。

� ホンコンが返還された後の２０００年の GDPは，１９８０年の１０倍を超えている。

� 経済特区に指定された各都市はいずれも国の南部に位置しており，沿岸地域に集中して

いる。

� ホンコンとマカオの位置は，それぞれ経済特区に隣接している。

― ６９ ― ◇Ｍ４（５１４―２２２）



（Ippann kuuhakupage）

�

― ７０ ― ◇Ｍ４（５１４―２２３）



【選択問題】

� 近畿地方の K市に居住する花子さんは，地理の授業で「世界の環境問題」という課題に取り組

み，次の資料�を作成した。このことに関して，問�～問�に答えよ。

資料�

〇「世界の環境問題」

１．砂漠化

＜おもな原因＞

・人口増加にともなう耕地の拡大や過放

牧

・気候変動

＜影響＞

・食料不足による難民の発生

・砂嵐の多発や農地の減少

＜深刻な地域＞

・Ａ．サヘル地方，中央アジア

＜対策＞

・植林活動による植生の回復

・地下水くみ上げの規制

２．酸性雨

＜おもな原因＞

・大気中の硫黄酸化物や窒素酸化物の増

加

・工場の排煙や車の排気ガス

＜影響＞

Ｘ

＜深刻な地域＞

・ヨーロッパ東部，北アメリカ東部

＜対策＞

・中和剤の散布

・原因物質の排出規制

３．熱帯林の減少

＜おもな原因＞

・植生の回復を無視した焼畑農業の拡大

・Ｂ．木材の伐採と利用

＜影響＞

・生態系の破壊

・伐採跡地の土壌流出

＜深刻な地域＞

・アフリカ，東南アジア，南アメリカ

＜対策＞

・植生の回復を考えた焼畑農業

・国際機関による熱帯林の計画的な利用

４．地球温暖化

＜おもな原因＞

・化石燃料の使用

・大気中の二酸化炭素量の増大

＜影響＞

・洪水や干ばつの発生

・氷河の融解による海面の上昇

＜深刻な地域＞

・太平洋やインド洋の島国

＜対策＞

・Ｃ．国際的な協力体制の確立と代替エ

ネルギーの利用

― ７１ ― ◇Ｍ４（５１４―２２４）



問 １ 花子さんは，資料�の下線部Ａに関して，次の資料�を作成した。この地方の位置として

最も適切なものを，下の地図中の�～�のうちから一つ選べ。解答番号は １７ 。

資料�

ある砂漠の南縁部のサヘル地方は，民族分布と国境線が一致しない地域で，紛争など

が多発する地方でもある。もともと降水量の少ない地域であるが，地球規模での気候変

動などにより，砂漠化の進行が深刻である。

問 ２ 花子さんは，資料�中の Ｘ に酸性雨の影響として考えられるものを記入した。

Ｘ にあてはまるものとして不適切なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

解答番号は １８ 。

� 湖沼の酸性度が高まり，魚が死滅する。

� 土壌の酸性度が高まり，森林が枯死する。

� 雨水の酸性度が高まり，歴史的建造物が溶解する。

� 大気の酸性度が高まり，集中豪雨が多発する。

�

― ７２ ― ◇Ｍ４（５１４―２２５）



問 ３ 花子さんは，資料�の下線部Ｂに関して，次の資料�を作成した。資料�中の�～�は，

それぞれ，アフリカ，北アメリカ，南アメリカ，オセアニアのいずれかである。南アメリカ

にあてはまるものを，�～�のうちから一つ選べ。解答番号は １９ 。

資料� 世界の各地域の森林に関するデータ（２０００年）

森林面積（１，０００ha） 陸地に占める森林割合
年間の森林面積増減

（１，０００ha） 注１）

ヨーロッパ 注２） １，０３９，２５１ ４６．０％ ８８１

アジア ５４７，７９３ １７．８％ －３６４

� ８８５，６１８ ５０．５％ －３，７１１

� ６４９，８６６ ２１．８％ －５，２６２

� ５４９，３０４ ２５．７％ －５７０

� １９７，６２３ ２３．３％ －３６５

注１）森林面積増減は，１９９０年～２０００年の�年あたり平均である。
注２）ロシアはヨーロッパに分類されている。

（総務省『世界の統計２００７』により作成）

問 ４ 花子さんは，資料�の下線部Ｃに関して，次の資料�を作成した。資料�中の Ｙ ，

Ｚ にあてはまる語句の組合せとして最も適切なものを，下の�～�のうちから一つ選

べ。解答番号は ２０ 。

資料�

地球温暖化防止のために，様々な研究や対策がなされてきた。近年，世界各国の間

で，二酸化炭素の Ｙ 量取引が行われるようになった。また，日本では２００７年�

月から，バイオエタノールが混入された Ｚ の試験販売が開始された。

これからも，地球上に住む全ての人々が協力をして，地球温暖化防止に取り組んでい

く必要がある。

Ｙ Ｚ

� 排 出 ガソリン

� 排 出 レジ袋

� 吸 収 ガソリン

� 吸 収 レジ袋

― ７３ ― ◇Ｍ４（５１４―２２６）



（Ippann kuuhakupage）

�

― ７４ ― ◇Ｍ４（５１４―２２７）



【選択問題】

� なつきさんとしょうたさんは，図書館で世界の人口，食料問題について調査した。このことに

関して，問�～問�に答えよ。

問 １ なつきさんとしょうたさんは，世界の人口について調べる中で，少子高齢化の問題につい

て関心をもち，資料�と資料�を入手した。これらの資料から読み取った内容として最も適

切なものを，次のページの�～�のうちから一つ選べ。解答番号は １７ 。

資料� 各地域の人口と年齢別割合（２００５年）

地 域 名 人口（１００万人）
年齢別割合（％）

１５歳未満 １５～６４歳 ６５歳以上

世 界 ６，５１５ ２８．３ ６４．４ ７．３

ア フ リ カ ９２２ ４１．４ ５５．２ ３．４

ア ジ ア ３，９３８ ２８．０ ６５．６ ６．４

ヨーロッパ ７３１ １５．９ ６８．２ １５．９

中南アメリカ ５５８ ２９．８ ６３．９ ６．３

北アメリカ ３３２ ２０．５ ６７．２ １２．３

オセアニア ３３ ２４．９ ６４．８ １０．３

日 本 １２８ １３．７ ６５．８ ２０．１

注）日本の年齢別人口割合は，年齢不詳があるため合計が１００％にならない。

（『世界国勢図会２００７/０８年版』などにより作成）

― ７５ ― ◇Ｍ４（５１４―２２８）



資料� ６５歳以上人口の割合の推移（１９５０～２０５０年）

注）２００５年以前は実数。それ以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計である。

（『世界国勢図会２００７/０８年版』などにより作成）

� 資料�をみると，２００５年の世界の人口の年齢別割合において，１５歳未満人口の割合が

６５歳以上人口の割合より高い。

� 資料�と資料�をみると，２００５年の人口が最も多い地域はアジアであり，６５歳以上人

口の割合をみてもアジアが最も高い。

� 資料�をみると，日本の６５歳以上人口の割合は，１９５０年から２０５０年までいずれも他

の地域と比べて最も割合が高い。

� 資料�と資料�をみると，２００５年の６５歳以上人口の割合は，北アメリカが他の地域と

比べて最も割合が高く，２０５０年までの増加率が最も高い。

�

― ７６ ― ◇Ｍ４（５１４―２２９）



問 ２ 次の資料�中のＡ～Ｃは，世界の国々の「人口」，「面積」，「国の数」のそれぞれについて，

高所得国，中所得国，低所得国ごとの構成割合を示したものである。また資料�は，資料�

をもとに世界の人口について，なつきさんとしょうたさんが話し合ったものである。資料�

のＡ～Ｃの組合せとして最も適切なものを，次のページの�～�のうちから一つ選べ。

解答番号は １８ 。

資料� 人口，面積，国数，国民総所得（GNI）の割合（２００５年）

（『世界国勢図会２００７/０８年版』により作成）

資料�

しょうた：２００５年現在，�億人を超える国で資料�の低所得国には，インド，パキス

タン，バングラデシュ，ナイジェリアが該当します。

な つ き：同じく中所得国（下位）には，中華人民共和国，インドネシア，ブラジルが該

当しますね。

しょうた：人口の割合でインドが含まれる低所得国の割合と中華人民共和国が含まれる

中所得国（下位）の割合を合わせると，世界の約７５％にもなります。

な つ き：中所得国（上位）には，ロシア，メキシコが該当しますね。

しょうた：高所得国には，アメリカ合衆国や日本が該当します。

な つ き：面積は，所得による区分では，人口数ほど割合に差がないようですね。

― ７７ ― ◇Ｍ４（５１４―２３０）



Ａ Ｂ Ｃ

� 面 積 人 口 国 数

� 人 口 国 数 面 積

� 国 数 面 積 人 口

� 国 数 人 口 面 積

�

― ７８ ― ◇Ｍ４（５１４―２３１）



問 ３ しょうたさんは食料問題について，図書館で次の資料�と資料�を入手した。資料�と資

料�中のＡ～Ｃには共通して，それぞれアメリカ合衆国，ドイツ，日本のいずれかがあては

まる。これらの国の組合せとして最も適切なものを，次のページの�～�のうちから一つ選

べ。解答番号は １９ 。

資料� 我が国と主要国の食料自給率（２００３年）

（総務省『世界の統計２００７』により作成）

― ７９ ― ◇Ｍ４（５１４―２３２）



資料� 我が国と主要国の農産物貿易額（２００４年）

（『平成１８年度食料・農業・農村の動向』などにより作成）

Ａ Ｂ Ｃ

� アメリカ合衆国 日 本 ドイツ

� 日 本 アメリカ合衆国 ドイツ

� 日 本 ドイツ アメリカ合衆国

� ドイツ 日 本 アメリカ合衆国

�

― ８０ ― ◇Ｍ４（５１４―２３３）



問 ４ しょうたさんは世界の飢餓状況を調べて，資料�の�～�の四つの地図を入手した。これ

ら四つの地図は，それぞれ世界の国・地域における栄養不良人口の割合，一人当たり国民総

所得（GNI），人間開発指数（HDI），人口密度について，いずれも国別に�階層区分したもの

である。これらのうち，栄養不良人口の割合にあてはまるものとして最も適切なものを，

�～�のうちから一つ選べ。解答番号は ２０ 。

資料�

�

�

― ８１ ― ◇Ｍ４（５１４―２３４）



�

�

注）・人間開発指数（HDI）は，各国の人間開発の度合いを測る新たなものさしとして発表された，包括的な
経済社会指標。HDIは各国の達成度を，長寿，知識，人間らしい生活水準の三つの分野について測っ
たもの。

・統計年次は，栄養不良人口の割合が２００２～２００４年，一人当たり国民総所得（GNI）が２００２～２００５年，
人間開発指数が２００５年，人口密度が１９９７～２００５年。

・国境線は２００７年末のものである。

（『世界国勢図会２００７/０８年版』などにより作成）

�
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【選択問題】

� 都市・居住問題に関して，問�～問�に答えよ。

問 １ 資料�は，１９５０年と２００５年における人口の上位１０都市を示している。上位１０位までに

入る都市の数を地域別に比較した場合，１９５０年から２００５年の間で，上位１０位までに入る

都市の数が最も増えた地域と最も減った地域の組合せとして最も適切なものを，下の�～�

のうちから一つ選べ。解答番号は １７ 。

資料� １９５０年と２００５年における人口の上位１０都市

注）東京の数値は東京圏（東京都，神奈川県，埼玉県，千葉県，茨城県南部）の数値である。

（『World Urbanization Prospects』により作成）

都市の数が最も増えた地域 都市の数が最も減った地域

� アジア ヨーロッパ

� アジア アフリカ

� 南北アメリカ ヨーロッパ

� 南北アメリカ アフリカ
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問 ２ インドの都市に関する資料�と資料�から読み取った内容として不適切なものを，下の

�～�のうちから一つ選べ。解答番号は １８ 。

資料� 人口３００万人以上の都市の人口とスラム人口率

資料� 人口１００万人以上の都市の合計人口と合計スラム人口及びスラム人口率

合 計 人 口 ７３３４．６万人

合計スラム人口 １７６９．７万人

スラム人口率 ２４．１％

（『CENSUS OF INDIA２００１』により作成）

� コルカタは，人口が４００万人以上～５００万人未満で，スラム人口率が人口１００万人以上

の都市のスラム人口率よりも高い。

� バンガロールは，人口が４００万人以上～５００万人未満で，スラム人口率が１０％以上～

３０％未満である。

� 人口が５００万人以上の都市は，すべてスラム人口率が３０％以上である。

� 人口が３００万人以上～４００万人未満の都市は，すべてスラム人口率が１０％未満であ

る。

�
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問 ３ 日本のインドに対する有償資金協力に関する資料�～資料�から読み取った内容として最

も適切なものを，次のページの�～�のうちから一つ選べ。解答番号は １９ 。

資料� 有償資金協力の各項目の内容

鉄 道 高速鉄道建設

電 力 水力・火力発電所建設，送電施設の建設，地方電化計画

生活環境 上・下水道整備，都市衛生環境整備，廃棄物管理

自然環境 植林，森林資源管理，河川流域保全など

農 業
かんがい

灌漑施設の整備，水路の近代化

文 化 遺跡の保護，観光開発

港 湾 港湾拡張

注）・有償資金協力とは，低金利や返済期間が長いなどの緩やかな条件で，開発途上国に対

して開発資金を貸付ける形態の援助である。

・港湾は額が少なく，資料�，資料�の中には表されていない。

資料� 日本の対インド有償資金協力の推移とその内訳

（外務省「政府開発援助（ODA）国別データブック２００６」により作成）
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資料� 日本の対インド有償資金協力項目別割合（２００１年～２００５年の合計）

（外務省「政府開発援助（ODA）国別データブック２００６」により作成）

� 日本のインドに対する有償資金協力は増加しており，２００５年の総額は，２００１年の総額

の�倍以上になっている。

� 鉄道と電力への支出は，２００１年～２００５年の各年でみられ，両者への支出の合計は，

�年間の有償資金協力の合計の５０％以上を占めている。

� 自然環境に対する支出は，２００３年以降減少し，２００５年には全くみられない。

� 生活環境に対する支出は，２００３年以降増加し，２００５年には全体の５０％以上を占めて

いる。

�
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問 ４ 東京，ニューヨーク，ロンドンの都心部に関する資料�から読み取った内容として不適切

なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。解答番号は ２０ 。

資料� 東京，ニューヨーク，ロンドンの都心部の面積と人口

注）・東京，ニューヨークは２０００年，ロンドンは２００１年のものである。

・東京は都心�区（千代田区，中央区，港区，新宿区），ニューヨークはマンハッタン
区，ロ ン ド ン は 都 心�区（City of London，Camden，Kensington and Chelsea，
Westminster）のものである。

・オープンエリアの面積は，公園や水面などの面積を示す。ただし，ニューヨークの

オープンエリアには水面は含まれていない。

（『東京都環境白書２００６』により作成）

� 都心部の面積に対するオープンエリアの割合は，�都市の中では東京が最も低い。

� 都心部の夜間人口密度は，�都市の中では東京が最も高く，ロンドンが最も低い。

� 東京の都心部には，昼間，２００万人以上の人が流入している。

� 都心部の昼間就業人口を，夜間人口を１００とした指数で表した場合，�都市の中では東

京の指数が最も大きく，ニューヨークの指数が最も小さい。
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